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株主の皆さまには、平素より格別のお引き

立てを賜り厚く御礼申し上げます。

私から、2015年度中間期の業績および

経営戦略についてご説明いたします。

▶ 2015年度中間期の業績について
　2015年度中間期の親会社株主に帰属する純利益（連結中間純利益）は、
5,993億円となり、通期の業績予想に対する進捗率は63％となりました。国内では、
「貯蓄から投資へ」の流れが徐々に進むなか、運用商品のご提案など個人のお客さま
向けのお取引が順調に推移したほか、外国為替や債券、株式などを市場で取引する
セールス＆トレーディングも順調に伸長しました。また海外業務も米州を中心に好調
に推移しました。
　自己資本比率は、現在の金融規制に照らして十分な水準を維持しています。また
海外資産を含めた不良債権比率（貸出金に占めるリスク管理債権の比率）は
1.32％と低い水準を維持しています。
　こうした業績を踏まえ、2015年度中間期の配当を予定通り9円とし、1,000億円
を上限とする自己株式の取得を実施することを決定しました。

▶持続的な成長に向けて
　MUFGでは、本年4月に新中期経営計画をスタートさせました。この計画では、
「お客さま起点」「グループ起点」「生産性向上」の3つの考え方を軸に、持続的な成長
と生産性の向上につながる事業モデルの変革を基本方針として掲げています。
2015年度上期は、この方針に基づき各種の戦略・施策を推進し、計画達成に向け
た土台作りを進めました。
　2015年度下期は、これらの戦略・施策を迅速かつ着実に実行していきます。例え
ば、リテール分野では、銀行・証券間の連携態勢をさらに強化し、個人のお客さまへ
の運用商品などのご提案や、資産形成のサポート態勢をより一層充実させていき
ます。また、企業のお客さまには、より長期的な視点を持った貸出や、事業承継・ビジ
ネスマッチングや運用サイドのご提案などを通じて成長をお手伝いし、ビジネスの
基盤を拡大していく取り組みを一層強化します。同時に、海外を中心に、より資本効率
の高いビジネスモデルへの変革を推進します。さらに、受託財産の分野では、戦略的
出資も活用した収益基盤の拡充・強化を進めていきます。
　これらの事業戦略を支える財務面の取り組みとして、引き続き財務・資本運営の
高度化を通じて、充実した資本基盤の維持とROE向上に努めます。市場・経済環境
の変化や国際的な金融規制の強化の動きに対し的確に対応しつつ、資本の効率性を
高めるため、劣後債発行など規制資本の調達を本格化し、バランスの取れた資本
構成を追求することで、資本基盤の充実と資本効率の向上の両立をめざします。
　経営環境は、中国や新興国の経済減速やそれに伴うグローバルな経済の変調
など、大きく変化していますが、揺らぎなく変革を推し進め、企業価値の向上に向け、
努力してまいりますので、今後とも一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

2015年12月
株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

代表執行役社長兼グループCEO



2015年度中間期決算ハイライト

32

連結業務粗利益（信託勘定償却前）

営業費（△）

連結業務純益
（一般貸倒引当金繰入前・信託勘定償却前）

与信関係費用総額（△は費用）

経常利益

親会社株主に帰属する中間純利益

資産の部合計

 貸出金（銀行勘定）

　有価証券

　　うち国債

負債の部合計

　預金

純資産の部合計

普通株式等Tier1 比率

Tier1 比率

総自己資本比率

20,129

12,355

7,773

411

9,498

5,787

2,861,497

1,093,683

735,381

352,106

2,688,622

1,533,574

172,875

11.09%

12.58%

15.62%

（注）業績説明に使用している計数は、各々単位未満を切り捨てて表示しています。従って、表中のある項目の計数と他の項目を加減計算した結果とが一致しないことや、説明
文中の増減数値とグラフ・表中の計数を加減計算した結果とが一致しないことがあります。

2014年度中間期
（2014年4月～9月）損益の状況（連結）

資産・負債の状況（連結）

自己資本の状況（連結）

2015年度中間期
（2015年4月～9月）

2014年度末 2015年度中間期末

21,09120,129

（億円）

2014年度
中間期

2015年度
中間期

24,000

18,000

12,000

6,000

0

連結業務粗利益

資金利益や役務取引等利益の増加を主因
に、前年同期比962億円増加しました。海外
貸出収益の増加や、運用商品の販売による
手数料収益の増加などによるものです。

決算のポイント

●

●

●

親会社株主に帰属する中間純利益
は、5,993億円と通期目標に対する
進捗率は63%

貸出金および預金は、国内および
海外でともに増加

普通株式等Tier１比率は、11.23%
と十分な水準を確保

与信関係費用総額*

個別貸倒引当金の増加と、貸倒引当金戻入
益の減少により、前年同期の戻入益の計上
から310億円の費用計上に転じました。
*与信関係費用（信託勘定）＋一般貸倒引当金繰入額＋与信
関係費用（臨時損益）＋償却債権取立益＋貸倒引当金戻
入益＋偶発損失引当金戻入益（与信関連）

自己資本比率（バーゼルⅢ）

普通株式等Tier1比率*は、11.23%と引き
続き十分な水準を維持しています。
* 普通株式等Tier1比率=中核的な自己資本（資本金・剰余
金）÷リスク・アセット

5,9935,787
（億円）

2014年度
中間期

2015年度
中間期

6,000

4,500

3,000

1,500

0

親会社株主に帰属する中間純利益

前年同期比206億円増加し、5,993億円
となりました。

営業費

海外事業に係る経費の増加や為替の影響に
より、534億円増加しました。

2014年度末 2015年度中間期末

（単位：億円）

（単位：億円）

預金貸出金

109.3

153.3

111.8
154.4（兆円）

2014年度末 2015年度
中間期末

160

120

80

40

0

貸出金・預金

貸出金残高は、国内貸出・海外貸出ともに
増加し、前年度末比2.4兆円の増加となり
ました。預金も国内外ともに増加し、前年度
末比1.1兆円の増加となりました。

21,091

12,889

8,202

△310

9,699

5,993

2,891,650

1,118,378

666,991

302,154

2,720,451

1,544,905

171,199

11.23%

12.73%

15.69%



クローズアップ：MUFGの10年
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MUFGは発足後10年を迎えます。この間、私たちは持続的成長を実現する礎を
築いてきました。

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

国内外の経済・社会の動き

2010年
■欧州で債務危機

2008年
■リーマン・ショック

2009年
■日経平均株価が終値ベー
スでバブル後の最安値を
記録、7,054円98銭に

2005年
■ペイオフ全面解禁

2006年
■日銀がゼロ金利を解除

2007年
■郵政民営化

2005年

■三菱UFJフィナンシャル・グループ
誕生
2005年10月、
三菱東京フィナン
シャル･グループ
と、UFJホ ー ル
ディン グ ス が
合併しMUFGが
誕生。

■三菱UFJ信託銀行誕生
■三菱UFJ証券誕生

2008年

■モルガン･スタンレーとの戦略的
資本提携
世界金融危機の中、米国モルガン･
スタンレーへ90億米ドル（約9,000
億円）の出資を決定。投資銀行業務
強化へ布石。

■じぶん銀行誕生
■アコムを連結子会社化
■株主優待制度導入

2007年

■三菱UFJニコス、
三菱UFJリース誕生

■1,500億円の自己株式
を取得

■ 1株当たり配当金（円） ■当期純利益（億円）

2006年

■三菱東京UFJ銀行誕生

■公的資金を完済

2010年

■三菱UFJモルガン・スタンレー証券
誕生

■モルガン・スタンレーMUFG証券
誕生

2009年度

3,887
12

2008年度

△2,569

12

12,000

9,000

6,000

3,000

20

15

10

5

*１株式分割（普通株式1株を1,000株に分割）前の配当金実績
*２中間期の配当は、旧三菱東京フィナンシャル・グループの実績
*３三菱UFJフィナンシャル・グループと、旧UFJホールディングスの上期の合算

2006年度

11,000*1
8,809

2005年度

11,817*3

7,000*1*2

2007年度

14
6,366 5,83012

2010年度
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国内外の経済・社会の動き

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

2014年
■NISAスタート

2011年
■東日本大震災発生

2012年
■「アベノミクス」スタート

2013年
■日銀が「量的・質的金融
緩和」を導入

2015年
■日本国債の金利低下、10年債で
初の0.2％割れ

2012年

■経営ビジョン刷新
2012年4月からスタートした中期
経営計画に合わせ、経営ビジョンを
刷新。「世界に選ばれる、信頼の
グローバル金融グループ」を中長期
的にめざす姿として掲げる。

2015年

■資産運用会社2社が合併、三菱UFJ国際投信誕生
■コーポレート・ガバナンスを強化
グローバルな金融グループとして、より透明で実効性の高いガバナンス態勢
構築に向け、監査役会設置会社から指名委員会等設置会社へ移行。
また、社外取締役を5名から7名に増員。

■約1,000億円の自己株式を取得

2013年

■タイの大手商業銀行アユタヤ銀行を子会社化
三菱東京UFJ銀行が
アユタヤ銀行を子会社
化。成長戦略の重要な
要であるASEAN地域
での本格的な総合
金融サービスを展開。

2014年

■米国ユニオンバンクの
事業と三菱東京UFJ
銀行米州事業を統合

■三菱UFJモルガン・
スタンレーPB証券誕生

■約1,000億円の自己
株式を取得

■ 1株当たり配当金（円）

20

15

10

5

12,000

9,000

6,000

3,000

2011年

■「MUFG･ユネスコ協会
東日本大震災復興育英
基金」を創設

被災地の小学校の花壇再生に取り組む
MUFGグループ社員

9,813
12

2011年度

8,52613

2012年度

16 9,848

2013年度

10,33718

2014年度

9,50018

2015年度（予想）
■当期純利益（億円）



社会とともに
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　2015年、三菱東京UFJ銀行は、東日本大震災
の被災地域・福島県塙町で、自動車関連部品の
製造を行う岡本工業株式会社が新工場を建設
するにあたり「復興特区支援利子補給金制度」を
活用した融資を行いました。この制度は、復興
地域の活性化に貢献する事業に対し、復興庁が
一定の利子補給を行うことで、低利な借入れを
可能とする制度です。三菱東京UFJ銀行は、事業
の計画段階からこの制度を紹介するなど、同社を
支援してきました。新工場の建設により生産規模
が増大し、塙町の活性化や雇用機会の創出に
寄与することが見込まれています。 
　同行は今後も、行政機関等との連携を通じて、
地域経済の活性化や地域産業の育成につながる
事業を支援していきます。

アジア・太平洋地域の次世代担い手研修とは
　MUFGは、公益財団法人オイスカ*と
共同で、「アジア・太平洋地域の次世代
担い手研修」を行っています。この地域の
若者たちを１年間日本に受け入れ、環境
保全型の有機農業技術や、母国で農業
技術を伝えるための教育手法などの
研修を通じて、将来母国のリーダーと
して活躍する人材の育成をめざす取り
組みです。
　若者たちには、研修期間を通じて、日本
語や和食など日本文化への理解を深めてもらい、農業や文化の面で、将来母国と
日本の架け橋となることも期待しています。
　2015年度は、インドネシア、カンボジア、パプアニューギニア、バングラデシュ、
フィジー、マレーシア、ミャンマー、モンゴルから計10名の研修生を受け入れています。

卒業後は母国で農業の発展に貢献
　この研修では、これまでのべ約70名の研修生を受け入れてきました。卒業生の多
くは、母国の政府機関や研究施設、各国のオイスカ支部などで、農業の普及や改善
などの分野で活躍しています。

MUFGは、地域・社会の一員として、社会全体の重要課題の解決に貢献したいと
考え、行動しています。
今回は、「地域経済の活性化に向けた取り組み」と、「アジア・太平洋地域の次世代
担い手研修」についてご紹介します。

地域経済活性化に向けた取り組み
～復興特区の自動車関連部品工場の建設支援～

アジア・太平洋地域の次世代担い手研修

*1969年に設立されたアジア・太平洋地域を中心とした農村開発や環境保全活動などを行う非営利団体。特に人材の育成に力を
入れている。



MUFG株主セミナー開催のお知らせ
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2016年 3 月10日（木）愛知県名古屋市中区【名古屋】 各回150名

開催概要2

募集対象者

参 加 費

…………

…………

2015年9月末時点で当社株式をお持ちの株主さま
（ご同伴は1名さままで可）
無料

内 容

時 間 ［午前の部］10：30 ～ 12：00頃 　［午後の部］14：00 ～ 15：30頃

開催場所 各地域のグループ会社または外部の会議室

テーマ
講 師

：「内外の経済・金融を展望する」（仮題）
：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
  研究理事　五十嵐 敬喜 氏 

2016年 3 月16日（水）東京都千代田区【東 京】 各回380名

2016年 3 月11日（金）大阪府大阪市中央区【大 阪】 各回200名開 催 日
募集人数

①経済セミナー（東京・大阪・名古屋）

MUFGでは、日頃ご支援いただいている株主さまを対象に、下記のとおりセミナーを
開催いたします。なお、当社株式を長期に保有いただいている株主さまへの感謝として、
ご応募いただいた方のうち、当社株式を5年超保有*の株主さまの当選倍率を通常より
2倍に優遇させていただきます。

当社ホームページ内『動画配信』（http://www.mufg.jp/investors/movie/）

mufg 　201603

▶リンク先情報

▶ユーザー名 　▶パスワード

経済セミナーおよび相続セミナーの様子を当社ホームページにて公開します。詳細は以下
をご覧ください。

*中間期末日および期末日の株主名簿に連続11回以上記載

五十嵐 敬喜氏

動画配信1

②相続セミナー（東京）

2016年3月24日（木）　200名
開 催 日
募集人数

内 容

東京都千代田区内の会議室開催場所

19：00 ～ 20：00頃時 間

テーマ：「身近な相続対策」（仮題）
三菱UFJ信託銀行のトラストファイナンシャルプランナーが事例を交えて
解説します。

お問い合わせ先：株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ

0120-321-629

03-3240-8111
受付時間：土・日・祝祭日を除く9：00～17：00

MUFG株主倶楽部
専用デスク

代表電話

（通話料無料）

（通話料有料）

応募要領3

締め切り　2016年1月4日（月）消印有効

抽選の上、当選された株主さまには2016年2月中旬にご招待状をお送りいたします。

◎ご注意◎
1.当日の受付時刻および場所等の詳細につきましては、当選された株主さまのみにご案内いたします。
2．開催場所までの往復の交通費は各自でご負担いただきます。
3．応募時に必要事項の記入漏れがあった場合には、無効となる可能性がございます。
4.やむを得ない理由で中止や内容変更となる場合がございます。

ご記入要領
１.

2.

3.
4. 

ご希望のセミナーおよび開催日時を選択してください（いずれか一つをお選びください。複数選択
または選択がない場合には無効となります）。
株主さまのご住所、お名前（ふりがなを含む）、お電話番号、株主番号（「配当金領収証」または「配当
金計算書」の住所氏名欄の右上8桁の番号）をご記入ください。
ご同伴者さまがいらっしゃる場合は、その方のご住所、お名前（ふりがなを含む）もご記入ください。
個人情報保護シールをはがし、折り曲げてしっかりと貼り付けてご投函ください。

応募方法：同封の「ＭＵＦＧ株主セミナー参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご投函ください。
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株式に関するお手続き
・証券会社の口座に当社株式が記録されている株主さま
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっておりますので、お取引の証券会社
等にお問い合わせください。
・特別口座に当社株式が記録されている株主さま
上記三菱ＵＦＪ信託銀行にお問い合わせください。
三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いします。

住所・氏名など届出事項の
変更、配当金振込先の指定、
買取請求その他各種お手続き

未受領配当金の支払

株式事務のご案内
定時株主総会基準日
定時株主総会
配当金受領株主確定日
公告掲載方法

上場証券取引所

3月31日
6月下旬
期末配当金3月31日／中間配当金9月30日
当社の公告は電子公告により行っております。
電子公告掲載URL : http://www.mufg.jp/
ただし、やむを得ない事由により、電子公告を行うことができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
東京、名古屋、ニューヨークの各証券取引所

（特別口座の口座管理機関）株
式
事
務
取
扱
場
所

　 株主名簿管理人

　 事務取扱場所

　 お問い合わせ先・
 　郵便物送付先

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話：０１２０-２３２-７１１（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く９：００～１７：００）

取締役
代表執行役会長
取締役
代表執行役副会長
取締役
代表執行役副会長
取締役
代表執行役社長
取締役
代表執行役副社長
取締役
執行役専務
取締役
執行役常務
取締役
執行役常務

園　潔

若林　辰雄

長岡　孝

平野　信行

小山田　隆

黒田　忠司

徳成　旨亮

安田　正道

その　   きよし

 わかばやし         た つ お

  ながおか　　 たかし

 ひ ら の のぶゆき

   お や ま だ 　 　たかし

  く ろ だ    た だ し

  とくなり　　 むねあき

  や す だ まさみち

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役専務

執行役常務

執行役常務

執行役

守村　卓
村林　聡
岡本　純一
福本　秀和
廣田　直人
荒木　三郎
濱本　晃
柳井　隆博
折笠　洋一

 もりむら　　 たかし

むらばやし　　 さとし

 おかもと じゅんいち

 ふくもと         ひでかず

  ひ ろ た   な お と

  あ ら き    さぶろう

 はまもと　　 あきら

  や な い       たかひろ

 おりかさ         よういち

取締役・執行役（2015年9月30日現在）
取締役

取締役

取締役

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

取締役 *

三雲　隆
島本　武彦
川本　裕子
松山　遙
岡本　圀衞
奥田　務
川上　博
佐藤　行弘
山手　章

  み く も 　　 たかし

 しまもと         たけひこ

 かわもと         ゆ う こ

 まつやま　　 はるか

 おかもと  く に え

  お く だ 　　 つとむ

 かわかみ　　 ひろし

  さ と う          ゆきひろ

  や ま て 　　 あきら

株式の状況（普通株式）（2015年9月30日現在）

株式の状況 発行済株式の総数
株主数

14,168,853,820株
718,227名

大株主

1.
2.
3.

持株比率は、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
普通株式の持株比率は、自己株式256,358,827株を除いて算出しております。
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）に
つきましては、明治安田生命保険相互会社が退職給付信託として信託設定している普通株式
であり、その議決権行使の指図権は明治安田生命保険相互会社が留保しております。

（注）

持株比率（％）所有株式数（株）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
THE BANK OF NEW YORK MELLON SA/NV 10
（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
（常任代理人　香港上海銀行東京支店）
THE BANK OF NEW YORK MELLON AS 
DEPOSITARY BANK FOR DR HOLDERS
（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505223
（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営業部）
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234
（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営業部）
日本生命保険相互会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（明治安田生命保険相互会社・退職給付信託口）

708,726,700
584,067,000
258,797,592

214,368,448

193,969,291

188,874,919

186,750,578
182,072,553
175,585,600
175,000,000

5.09 
4.19 
1.86

1.54

1.39 

1.35 

1.34 
1.30 
1.26 
1.25 

1
2
3

4

5

6

7

8
9
10

所有者別分布状況

（注）構成比率は、小数点第3位以下を切り捨て、
自己株式・単元未満株式を除く。

■その他の法人

■個人・その他

■金融商品取引業者

13.93%

■金融機関
30.60%

12.79%

2.78%

■政府および地方公共団体
0.02%

■外国法人等
39.85%

* 取締役のうち、松山 遙、岡本 圀衞、奥田 務、川上 博、佐藤 行弘、山手 章の各氏は、会社法第2条第15号に定める社外
取締役です。
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〒100-8330　東京都千代田区丸の内2-7-1
電話03（3240）8111（代表）
URL : http://www.mufg.jp/

株式に関するお手続についてご不明な点などがございましたら、
以下の株主名簿管理人の連絡先にお問い合わせください。

電話：0120-232-711（通話料無料）
（受付時間　土・日・祝祭日を除く9：00～17：00）

®

■中長期的にめざす姿

1. お客さまの期待を超えるクオリティを、グループ全員の力で
お客さま視点を常に大切にし、グローバルに変化する多様なニーズを逸早
くとらえ、グループ全員の力で応えていく。社員一人ひとり・一社一社が
専門性を極め、グループ一体となって連携・協働し、世界水準のトップ
クオリティを追求する。

2. お客さま・社会を支え続ける、揺るぎない存在に
変化の激しい時代においても、お客さまの資産を守り、日本社会と世界経済
の健全な成長を支える。一人ひとりが築く信頼と、グループ全員で作る強固
な経営基盤で、最も信頼される頑健な存在であり続ける。

3. 世界に選ばれる、アジアを代表する金融グループへ
これまで培ってきた強みを活かし、日本はもとより、アジア、そして世界に
おいても選ばれる存在となる。多様化・ボーダレス化する社会で、変化へ
積極的に対応し、一人ひとりが成長・活躍できる組織として進化を続ける。

世界に選ばれる、信頼のグローバル金融グループ
－Be the world’s most trusted financial group－
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